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1.はじめに

ジーンズやジャケット、スカートなど、今や街で見かけない日はないほどカジュアルファッショ

ンの定番になっている「デニム」。 

使い込むほどに独特の風合いがでるのも魅力の一つですね。 

「デニム」は一般に、綿から作られる厚手の綾織物で、たて糸に藍染めした糸を、よこ糸に漂白

してない糸などを用い織り上げられたコットン生地（綿布）です。フランス語の「セルジュ・ド・

ニーム（serge de Nimes）」（フランスの都市ニームの綾織物）が語源と言われています。 

 

岡山県から広島県にまたがる三備（備前・備中・備後）地区は、古くから綿織物産業が盛んであ

り、地域で育まれていた綿織物の伝統技術がデニムの製造に受け継がれ、現在ではデニムの一大産

地となっています。 

日本綿スフ織物工業連合会の調査によりますと、デニムの国内生産量は、ほぼ全てを岡山・広島

県産が占めており、2022 年における生産量は、31,368 千㎡だそうです。  

（これは、倉敷マスカットスタジアムのある倉敷スポーツ公園の約 162 個分（※東京ドームの約 671

個分）にあたります。） 

 

岡山・広島県産のデニムは、その品質の高さから、国内だけではなく海外からも高く評価され、

神戸港などから世界各国へ輸出されています。 

今回の特集は、世界からも認められる岡山・広島県産の「デニム」を取り上げました。 

神戸税関水島税関支署 

2024 年 2 月８日 

～岡山県・広島県はデニムの一大産地～ 

世界49の国・地域へ輸出（2022年全国） 

神戸税関は 35年連続全国シェア第 1位 
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2.輸出実績推移  

2022 年のデニム（注）の輸出は、 

〔神戸税関〕 数量で約 8 百万㎡、金額で約 60 億円（金額全国比：59.3％） 

〔全  国〕  数量で約 14 百万㎡、金額で約 101 億円 

となり、神戸税関のシェアは数量・金額ともに 35 年連続全国第 1 位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 5 年間の輸出の推移をみますと、2020 年は、新型コロナウイルス感染拡大による販売マー

ケットの景気停滞及びロックダウンによる海外縫製工場の生産ストップ等が影響し、神戸税関・全

国ともに輸出数量・金額が減少しましたが、その後は回復傾向で推移しています。 

岡山・広島県産のデニムが輸出される要因としては、その品質の高さ、色合い及び種類の多さが

海外のアパレルメーカーなどから高い評価を受けていることが挙げられます。また、「Made in 

Japan」に対する信頼性の高さも海外から注目される要因のひとつだそうです。 

輸出されているデニムは、ベーシックなものの他、ストレッチデニム、セルビッジデニムなど様々

な種類があるそうです。ストレッチデニムとは、綿にポリウレタン等の合成繊維を混ぜて織られた

伸縮性のあるデニムのことをいうそうです。セルビッジデニムとは、旧式の織機で織り上げられた

端にほつれ止め（耳）のあるデニムのことで、出来上がる生地の幅が狭いため、ジーンズ 1 本を作

るのに通常の生地よりも多く生地が必要となり、また、織り上げるのに通常よりも時間がかかるそ

うです。そのため、価格は高くなりますが、その独特の風合いと、ジーンズの裾をロールアップで

履いた時に見える耳におしゃれ感があるなどの理由で、ヨーロッパやアメリカなどで高い人気があ

るそうです。 

 

（注）「デニム」は、輸出統計品目番号 5209.42-000 及び 5211.42-000 の「デニム」を集計したものです。 
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3.税関・港別輸出実績 

 

♦税関別構成比（数量・金額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年の税関別輸出構成比は、第 1 位が神戸税関（数量：約 60.1％、金額：約 59.3％）、第 2

位が大阪税関となっています。 

 

♦港別構成比（数量・金額）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港別では、2022 年は、神戸港が 35 年連続で全国第 1 位（数量：約 59.7％、金額：約 59.0％）と

なっています。続いて第 2 位は大阪港、第 3 位は関西空港となっています。 

神戸港からの輸出が多い要因としては、産地である岡山・広島県に近いことや、輸出先への航路

が充実していることなどがあるようです。 
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4.国・地域別輸出実績 

神戸税関と全国における、2022 年の国・地域別構成比は、以下のとおりです。 

神戸税関、全国ともにアジア向けが中心となっています。 

 

【神戸税関】  

♦国・地域別構成比（数量・金額）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年の神戸税関における国・地域別輸出実績は、数量では、第 1 位がバングラデシュ、第 2 位

がベトナム、第 3 位がメキシコとなっています。 

一方、金額では、第 1 位がバングラデシュ、第 2 位がベトナム、第 3 位が中華人民共和国となって

おり、世界 40 の国・地域に輸出されています。 

 

【全国】   

♦国・地域別構成比（数量・金額） 
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2022 年の全国における国・地域別輸出実績は、数量では、第 1 位が中華人民共和国、第 2 位がバ

ングラデシュ、第 3 位がベトナムとなっています。 

一方、金額では、第 1 位が中華人民共和国、第 2 位がバングラデシュ、第 3 位がアメリカ合衆国

となっており、世界 49 の国・地域に輸出されています。 

  

日本から輸出されたデニムは、輸出先の国・地域に所在する縫製工場などでジーンズやジャケット、

カバンなどの製品に加工され、世界各国・地域で販売されているそうです。 

 業界によりますと、その品質の高さが評価され、海外の高級ブランドの製品に採用されているデニ

ムもあるそうです。 

 

５.おわりに                   

デニムを使った製品の代表格といえばジーンズですね。 

近年は、ジーンズは、ジーンズショップだけでなく、量販店 

や海外の高級ブランドにおいても取り扱いがあり、価格の幅 

も大きく広がりました。 

ジーンズは、今や世代を問わずに着用されるカジュアル 

ファッションの定番アイテムになっています。 

 

 コロナ禍の影響等による輸出減少からの回復がまだ完全ではないという一方で、業界からは、今後

は、輸出に力を入れたいという声もあがっているようです。 

日本が世界に誇る岡山・広島県産のデニム。これからも世界中で愛用されることを期待したいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.本資料における 2022年以前の数値は確定値、2023年の数値は確報値です。 

2.本資料を転載するときは、神戸税関の資料に基づく旨を注記してください。 

3.本資料に関しては、以下にお問い合わせください。 

神戸税関調査部調査統計課  TEL 078-333-3065 

神戸税関ホームページ    https://www.customs.go.jp/kobe/ 
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デニムの輸出数値表＜輸出統計品目番号 5209.42-000 及び 5211.42-000＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数量:千㎡、金額:百万円） ◆輸出実績推移 

◆港別輸出実績（数量） 

◆港別輸出実績（金額） 

◆税関別輸出実績（数量） 

◆税関別輸出実績（金額） 

◆国・地域別輸出実績（神戸税関金額） 

◆国・地域別輸出実績（全国金額） 

前年比 前年比 前年比 全国比 前年比 全国比
2018年 17,471 86.2% 10,362 89.6% 12,078 90.3% 69.1% 6,807 90.9% 65.7%
2019年 20,212 115.7% 11,325 109.3% 10,904 90.3% 53.9% 6,104 89.7% 53.9%
2020年 12,222 60.5% 7,277 64.3% 7,272 66.7% 59.5% 4,148 67.9% 57.0%
2021年 12,617 103.2% 8,267 113.6% 6,818 93.8% 54.0% 4,332 104.4% 52.4%
2022年 13,947 110.5% 10,101 122.2% 8,378 122.9% 60.1% 5,985 138.2% 59.3%
2023年1-11月 8,542 66.6% 7,235 78.2% 5,666 75.5% 66.3% 4,323 80.7% 59.8%

年

全　　国 神戸税関

数　　量 金　　額 数　　量 金　　額

年 全　国

全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比
2018年 17,471 11,786 67.5% 3,020 17.3% 1,783 10.2% - - 176 1.0% 705 4.0%
2019年 20,212 10,854 53.7% 6,061 30.0% 2,512 12.4% 170 0.8% 245 1.2% 371 1.8%
2020年 12,222 7,193 58.9% 2,787 22.8% 1,414 11.6% 277 2.3% 240 2.0% 312 2.6%
2021年 12,617 6,758 53.6% 3,042 24.1% 1,564 12.4% 546 4.3% 289 2.3% 419 3.3%
2022年 13,947 8,322 59.7% 2,756 19.8% 1,516 10.9% 638 4.6% 191 1.4% 523 3.8%
2023年1-11月 8,542 5,557 65.1% 1,084 12.7% 820 9.6% 531 6.2% 111 1.3% 439 5.1%

神戸港 大阪港 岸和田港 下関港 その他関西空港

年 全　国

全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比
2018年 10,362 6,703 64.7% 1,734 16.7% 1,405 13.6% - - 79 0.8% 442 4.3%
2019年 11,325 6,086 53.7% 2,971 26.2% 1,708 15.1% 154 1.4% 104 0.9% 302 2.7%
2020年 7,277 4,118 56.6% 1,339 18.4% 1,214 16.7% 256 3.5% 40 0.6% 311 4.3%
2021年 8,267 4,308 52.1% 1,581 19.1% 1,303 15.8% 514 6.2% 89 1.1% 473 5.7%
2022年 10,101 5,960 59.0% 1,448 14.3% 1,329 13.2% 687 6.8% 140 1.4% 535 5.3%
2023年1-11月 7,235 4,279 59.1% 732 10.1% 971 13.4% 663 9.2% 166 2.3% 424 5.9%

その他神戸港 大阪港 関西空港 岸和田港 名古屋港

年 全　国

全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比
2018年 17,471 12,078 69.1% 4,915 28.1% 177 1.0% 115 0.7% 177 1.0% 9 0.1% - -
2019年 20,212 10,904 53.9% 8,869 43.9% 268 1.3% 118 0.6% 33 0.2% 3 0.0% 18 0.1%
2020年 12,222 7,272 59.5% 4,608 37.7% 243 2.0% 49 0.4% 47 0.4% 2 0.0% - -
2021年 12,617 6,818 54.0% 5,267 41.7% 289 2.3% 177 1.4% 66 0.5% - - - -
2022年 13,947 8,378 60.1% 5,125 36.7% 192 1.4% 156 1.1% 75 0.5% 21 0.2% - -
2023年1-11月 8,542 5,666 66.3% 2,553 29.9% 112 1.3% 182 2.1% 20 0.2% 9 0.1% - -

函館税関神戸税関 大阪税関 門司税関 名古屋税関 東京税関 横浜税関

年 全　国

全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比
2018年 10,362 6,807 65.7% 3,208 31.0% 116 1.1% 137 1.3% 89 0.9% 5 0.0% - -
2019年 11,325 6,104 53.9% 4,917 43.4% 130 1.2% 24 0.2% 138 1.2% 2 0.0% 10 0.1%
2020年 7,277 4,148 57.0% 2,895 39.8% 54 0.7% 40 0.5% 138 1.9% 2 0.0% - -
2021年 8,267 4,332 52.4% 3,479 42.1% 205 2.5% 88 1.1% 163 2.0% - - - -
2022年 10,101 5,985 59.3% 3,630 35.9% 221 2.2% 126 1.3% 121 1.2% 18 0.2% - -
2023年1-11月 7,235 4,323 59.8% 2,480 34.3% 296 4.1% 35 0.5% 95 1.3% 5 0.1% - -

神戸税関 大阪税関 名古屋税関 東京税関 門司税関 横浜税関 函館税関

年 全世界

構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比
2018年 10,362 2,570 24.8% 1,224 11.8% 1,716 16.6% 867 8.4% 1,650 15.9% 462 4.5% 1,873 18.1%
2019年 11,325 3,809 33.6% 1,808 16.0% 1,194 10.5% 744 6.6% 1,361 12.0% 695 6.1% 1,713 15.1%
2020年 7,277 2,312 31.8% 1,202 16.5% 584 8.0% 719 9.9% 663 9.1% 425 5.8% 1,371 18.8%
2021年 8,267 2,341 28.3% 1,071 12.9% 750 9.1% 974 11.8% 667 8.1% 689 8.3% 1,776 21.5%
2022年 10,101 2,191 21.7% 1,493 14.8% 1,172 11.6% 1,010 10.0% 989 9.8% 692 6.9% 2,554 25.3%
2023年1-11月 7,235 1,590 22.0% 740 10.2% 650 9.0% 1,083 15.0% 683 9.4% 527 7.3% 1,962 27.1%

その他中華人民共和国 バングラデシュ アメリカ合衆国 イタリア ベトナム メキシコ

年 全世界

構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比
2018年 6,807 1,126 16.5% 1,530 22.5% 1,336 19.6% 395 5.8% 976 14.3% 383 5.6% 1,060 15.6%
2019年 6,104 1,483 24.3% 1,124 18.4% 903 14.8% 625 10.2% 646 10.6% 407 6.7% 915 15.0%
2020年 4,148 1,072 25.9% 430 10.4% 894 21.6% 370 8.9% 351 8.5% 292 7.0% 737 17.8%
2021年 4,332 1,070 24.7% 487 11.2% 677 15.6% 601 13.9% 321 7.4% 276 6.4% 900 20.8%
2022年 5,985 1,488 24.9% 769 12.9% 678 11.3% 619 10.3% 491 8.2% 370 6.2% 1,570 26.2%
2023年1-11月 4,323 732 16.9% 598 13.8% 792 18.3% 501 11.6% 302 7.0% 142 3.3% 1,256 29.1%

バングラデシュ ベトナム 中華人民共和国 メキシコ アメリカ合衆国 香港 その他


